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次の４つの設問に答えなさい。（解答の順序は自由。それぞれの解答の前には設問の番号を記すこと。）

問１　以下の文章は、ある概説書のなかのインド・パキスタン分離独立に関する記述に、一部変更を加えたものである。

（インド・パキスタン間の）国境線が、これまた恐るべき速度で画定されたが、地域的な細部はしばしば無視された。国境を決定した委員会の委員長は、インドの状勢も地理も何も知らぬに等しいイギリス人の法律家、ラドクリフだった。

（１）ここで取り上げられているインド・パキスタン間の「国境」は、どのような経緯で成立するにいたったのか。簡単にまとめなさい。（２）この「国境」の成立は、国境付近の地域社会にとりわけ大きな影響を与えた。「国境」がこれらの地域社会やそこに住む人々の生活に与えた様々な影響について、具体的に論じなさい。

問２　イギリス植民地期に導入された司法制度は、インド社会における宗教意識や宗教コミュニティ間の関係にどのような影響を及ぼしたか。具体例をあげながら論じなさい。

問３　近現代の南アジアにおける宗教をめぐる問題について、ある具体的なテーマを選んで論文を書くとしたら、（１）どんなテーマを設定し、（２）どのような観点からそのテーマに取り組むのか。自分の考えにもとづいて述べなさい。

問４　以下の文章は、インドのある新聞の記事（2004年12月）からの抜粋である。ここでは、12年前に起こったアヨーデイヤーのモスク破壊事件について、Kalyan Singh という政治家が当時を振り返りながら述べたコメントが紹介されている。

（１）このモスク破壊事件の概要を簡単に述べなさい。（２）政治家のコメントの内容を説明しなさい。（３）モスク破壊事件をめぐるその他の代表的な見解や評価をまとめなさい。

He（注：Kalyan Singh のこと）was, however, of the view that the disputed structure（注：「バーブルのモスク」のこと）was a symbol of slavery and disgrace to the entire "Hindu nation". He firmly believed that "the place at the disputed structure was a Ram temple, it continues to be a Ram temple and will be a Ram temple and nothing else but a Ram temple."
